
333

泌尿紀要11巻4号

昭和40年4月

泌 尿 器感 染 症 に対 す るViccillinの 治験

横浜警友病院泌尿器科

大 森 周 三 郎

池 田 直 昭

松 永 重 昂

     USE OF AMINOBENZYL PENICILLIN IN UROLOGICAL 

                    INFECTIONS 

         Shuzaburo  OHMORI, Naoaki IKEDA and Shigetaka  MATSUNAGA 

             From the  Department of Urology, Yokohama Keiyu Hospital 

   This report deals with clinical study on treatment of urinary tract infections with a 

new broadspectrum  penicillin (Viccillin). 

   Oral administration of Viccillin, 1-1.5 gm a day for 3 to 10 days, was tried in 15 cases 

of cystitis, urethritis, prostatitis, pyelitis and epididymitis caused by staphylococci, gonococci, 

escherichia coli, or mixed of them. 

   The drug showed remarkable effects in clinical responses. Toxic signs were not ob-

served with exception of 3 cases.

1.緒 言

最 近 の合 成Penicillinの 研 究 は 急速 な 発 展

を遂 げ て い るが,我 々は 今 回 明治 製 菓 よ り提 供

され たaminobenzylpenicillin(Viccillin)を

泌 尿 器 感 染 疾 患 に 使 用 し,見 る べ き効 果 を あ げ

た の で藪 に報 告 す る。

Viccillinは(以 下VCと 略 す)経 口投 与 で

有 効 な広 域 性 抗 菌 ス ペ ク トル を 有 し,グ ラ ム陰

性 菌 に も有 効 で尿 中 へ の 排 泄 量 も多 い と云 わ れ

る.

2.投 与 法

通常,成 人1回250～500mg(力 価)を1日4～6

回に服用せ しめ ると良い とされているが,我 々は軽症

に対 しては1回500mgを1日3回8時 間毎,重 症に

対 しては1回500mgを1日4回6時 間毎 に服用せ し

めた.症 例に応 じては対症 的に各種 薬剤 を併用す る場

合 もあったが,抗 菌製剤はViccillinの み を服用せ し

めた.

3.臨 床 成 績

我 々が治療の対象に選 んだ ものは泌尿器感染症例15

例で,そ の治療成績は第1表 に示す如 くである.効 果

判定に際 しては既に他の薬剤に耐性を示 し治癒傾向を

示 さぬ ものに投与 して効果を収めた場合,或 いは投与

後5日 以 内に殆ん ど治癒せ しめ得た ものを著効,一 応

み るべ き効果 を得た ものを有効 とした.VCに よ り或

る疾患を治癒せ しめた としても現在の価 格及び強力な

抗菌 性の点か らみて,他 の低廉な抗生物 質よ り更に卓

越 した力を有す るか又は他の抗生剤に総べ て耐性であ

る様 な細菌 に対 して有効である様な場合 にこそ,こ の

薬剤の真価 を知 り得 るのであつて,他 の抗生剤 と同等

の抗菌力を有す る とい うことだけ では実際的ではない

と考 えられ る.従 つ て治癒に導い たといつて も,5日

後以上 もVCを 投与 し続けね ばな らなかった症例に対

しては稽有効程度 の判定基準を置 くことに した.

症例の一部にっいては起炎菌の培養 を行ない,検 出

された菌について第2表 に示す如 く他の抗生剤につい

ての感応錠 テス ト(デ イクス法)を 施行 し,未 だVC

の感応錠デ ィス クの用意が ない為VCの 効果を併記す

るこ とによ り,こ の薬剤の細菌に対す る感受性の傾向

を知 るべ く試みた,こ の結果,或 る場合には既 に使用

され ている抗生 剤よ り劣 るとい う結 果も認 め られ た
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第1 表

症

例

1

2

3

年

令
性

43♀

446

22♀

4i27h9

初診時所見

病 名 検

_体

慢性膀胱炎 尿

非淋菌性尿 膿
道炎

蛋 赤 白 細
血 血

白球 球 菌一

士++大 腸

粁双球

綴 翻 棚

急性膀胱炎 尿

難 臨炎尿

535♀ 急性膀胱炎 尿

630♀ 急性膀胱炎 尿

723・ 談 菌性尿 膿

828♀ 急性膀胱炎 尿

926・離 糠 及骸

1・53・罷 欝 尿

単純 性
1143♂ 副畢 丸炎 尿

(左)

甘冊畳大腸

什升粋双球

++什 大腸

昔甘粁大腸

甘球菌

+++大 腸

+桿 菌

粁粁帯大腸

± 不明

養

一 投

培 日 者

量 数

大腸1,5004日

G
(+)
双球

1,50010日

大 腸1,50010日

1241・ 饗難 蹴 尿

非淋菌性 膿13266
尿道炎

大 腸1,5005日

淋 菌1,5005日

大 腸2,0004日

大 腸1,5005日

葡 萄1,5007日

大腸1,5003日

大腸2,00025日

大腸1,50015日

/1,5005日

++什 球菌1葡萄 1,50010日

升球菌1舗 1,5005日

経 過

4日 後 自覚症消失

蛋(一)赤(一)白(一)細
(一)

5日 後双球菌(一)

10日後大腸菌(一)

3日 後 自覚 症 消 失,5

日後 蛋(一)赤(一)白

(一)細(一)

3日 後 自覚 症 消 失,白

血 球(2・V3ケ/1視

野)

4日 後全治

5日 後 蛋(一)赤(一)

白(一)菌(一)

4日,7日 後に亘 るも
白血 球(昔)葡 菌(朴)

3日 後全治

5日 目毎 に精液検査遂
に 自覚症,白 血球,細

菌消失せず

略治

日
数

4日

5日

工0日

5日

5日

4日

5日

/

3日

副作用

効

果

ナ シ 著効

ナ シ 有効

ナ シ 著効

備 考

初 診来FD,PC,
SM,CM,使 用 も

効 な し

1ナ
シ 著効i

l

ナ シ 著効

ナ シ 著効

初診来TC,CM,
ナ シ 無効OL,EM投 与 も

無効

下 痢 著効

/慶思(鳶無効鎌 霧 に

星驚 羅)畠 膳 菌115日
(一)も15日 後 全 治

食思(一) 有効舌
苔

5日 後腫脹軽快

10日後菌(一)も 蛋(+)

赤(+)白(甘)で 膀胱症
状 尚高度

5日 後

(一)

菌(一)自 覚症

5日 ナ シ 著効

菌 のVC投 与10日 後間
/ナ シ みに 質性膀胱炎 と確定

有効 投与 中止

5日 ナ シ 著効

　 ・翫 腎炎 尿E・['1"大 腸」腸1・㎞
4日 後 蛋(±)赤(一)

7日 白(2～3/S視 野)細4日 ナ シ

1菌(一)
有礪繰錨犠解

非淋菌性
15476尿 道炎 膿

前立腺炎

粁 球 菌1髄1,,。 。19日
9日 後 白血球(+)な

るも菌(一)培 養 も(一)
9日 ナ シ やや

有効

既 にFD,TM,E
M,CM,も 効な く
VCで 軽快 も投与

中止10日 後再発

が,総 体的には明 らかに在来の抗生剤に耐性を有 して

いる多 くの菌に対 して感受性を示 してい る.

4,症 例

我 々が治療の対象 とした症例の うち,多 少 とも注 目

すべ きものについて略述す る,

症例2.非 淋菌性尿道炎及精嚢炎

従来非淋菌性尿道炎,精 轟炎等 は抗 菌剤 の長期 に亘

る使用 にもかかわ らず甚だ治癒 させ難い と さ れ て い

る.本 症例に於ては排尿痛,会 陰部鈍痛,尿 道 よ りの

排膿を主訴 として受 診し,膿 よ リグラム陽性双球菌,

前立腺マ ツサージによる分泌液 よ りは大腸菌を検出 し

得た もので,患 老は既 に1カ 月に も亘 りクロラムフエ

ニコールを 自身で購 入し服用 し続け て居たが全 く無効

であつた とい うものである.こ れに対 しVCを1日1.5

gr投 与せ る所,5日 目には主訴及排膿は全 く消失 し

た 。念 の為再び前立腺マツサ ージに よ り分泌液を検 し

た ところ双球菌は陰性で大腸菌 のみ検 出された.引 続

きVCを 投与 した結果更に5日 後には前立腺液培養で

細菌は全・く消滅 した.
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第2 表
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症 例 病 名

、1灘 膀胱炎

2

3

非淋菌性尿道炎

急性膀胱炎

5i誰 膀胱炎

6[急 性膀胱炎

7非 淋菌性尿道炎

81急 性膀胱炎

9

10

13

互5

慢性精嚢
前立腺炎

腎孟炎

非淋菌性尿道炎

非淋菌性尿道炎
前立腺炎

検 体1検 出菌

感 受 性 デ ィ ス ク
VCの 効

・M:PC・M;・M[・Mi・Ki・M]・1・ ・FD果

尿

尿道分泥物

尿

大腸菌

霰雛[
大腸菌

尿Ii大 腸菌 門 ∵

尿1犬 踊 門 一肝

尿道分渤 鶉 細

尿1

前立腺液
5

沃 腸菌1

一 一 ± .斗十 一

12

枡 冊 …+,網+1

　

柵 一i+替 肝 悟
、iIl3

升1甘

帯 旨甘,

_L,_:冊_
1'1

擁 一./±i割+1

尿1大 瀕 附

尿道分泌物鶴 球菌1冊

尿道分渤 鵯 繍

十 十

十十 十ト
1

紹1

-

1

「

粁{粋

一1朴

i:
旨冊 …甘

i

田十1昔

…i

砦嬉i.….田 隔

相
十

昔1

_ 、ヨ十 旨i

l什 …昔1

囲 ±

1一 巨

一 陽

1帯

.L

一 レ

冊i冊

一L

i
-1一

il-1+叶

一1+,,1-

lr

冊

一1著

一i有

一{著

十

効

効

効

著 効

著 効

無 効

著 効

無 効

有 効

著 効

やや有効

大 腸r大 腸 菌 双 球 一 双 球 菌 葡 萄 一 葡 萄 状球 菌G(+)一 グ ラム陽;生

蛋 一 蛋 白 赤 一赤 血 球 白一 白血 球 細 一 細 菌

EM一 エ リズ'ロマ イ シ ソPC一 ペ ニシ リンSM一 ス トレプ トマ イ シ ンTM一 テ トラサ イ ク リソ

CM一 ク ロラ ム フエ ニ コ ールS一 ス ル フア イ ソキ サ ゾ ー ルK一 コ リスチ ソKM一 カ ナ マ イ シソ

L一 ロ イ コマ イ シ ソOL一 オ レア ソ ドマ イシ ソFD一 フ ラダ ソチ ソVC一 ビク シ リソ

症例3.急 性膀胱炎

頻尿,排 尿痛等 で受 診,ス ル ファ剤,マ イシ リソ,

クロラムフエ ニコール等で治療 した結果,自 覚症は緩

解 したに もかかわ らず尿 中の大腸菌は消失せず,発 病

1週 間を経てVCを1日1.5gr投 与 し5日 後に尿 培養

で菌陰性の結 果を得 た.

症例4.淋 菌 性尿道膀胱炎

激烈な血尿及排尿痛 を以 て受診,検 尿に よ り淋菌多

数 を認めた,直 ちにVC1日1.5grを 投与 した処3

日目には血尿は停止 し自覚症 も極め て軽減 した.更 に

1.59を2日 間投与 し検査 の結果,尿 中蛋 白(一),

細菌(一)と な り,投 与以来5日 に して淋疾を完治せ

しめた,

症例1,5,6,8

此等症例は何れ も大腸菌 にょる急性膀胱炎に対 し直

ちにVCを 投与せ るもので,総 べて発病以来3～5日

以内に完治せ しめた ものである.こ の種の疾患に対 し

てはVCが 極 めて有効 であ ることが確かめ られた.

5.綜 括

既に述べた如 く重複せるものを含めて膀胱炎

に6例,非 淋菌性尿道炎に4例,淋 菌性尿道膀

胱炎に1例,精 嚢,前 立腺炎に2例,副 睾丸炎に

1例,腎 孟炎,腎 孟腎炎に2例,症 例数につい

ては15名 についてVCを 便用した.起 炎菌は大

腸菌及白色葡萄球菌が主であり,副 睾丸炎では

不明であつた.VC使 用の結果は急性膀胱炎及

び急性淋病に関しては他の抗生物質に比し優れ

た効果を有 し,早 期に治癒せ しめ得たが,従 来

より抗生物質の強力投与にもかかわらず治癒さ

せ難いとされている慢性の非淋菌性尿道炎,精

嚢前立腺炎,問 質性膀胱炎等の根治に対しては

他の抗生物質と同様に期待通 りの治療効果は得

られなかつた.し か し症例2,症 例13,の 如 く

此等の想像に反 して有効であつた例も認められ

る点より,一 応,難 治の尿道,精 嚢,前立腺炎に

対 しVCを 試みるべき価値を有すると考える.

尚,大 腸菌性の腎孟炎,腎 孟腎炎に 対 して は

VCが 有効であり,以 上の事実 より総括すると

15例 中12例が著効乃至有効,1例 がやや有効,2

例が無効 という結果になつた.全 体的に大腸菌

性の急性疾患には極めて有効で慢性の葡萄状球

菌性疾患には余 り期待は出来ぬとの推測が成さ

れる.但 し我 々の症例は僅か15例 に過ぎないの
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で結論的に有効率を云々することは出来ない.

副作用としてVC使 用15例 中3例 にこれを認

め,内 容は下痢1例.食 慾不振2例 で悪心,舌

苔を訴えた.し かしこれ等副作用は投与中止後

は何れも緩解した.食 慾不振を訴えたのはVC

の投与がそれぞれ10日 及25日 の長期に亙つたも

のであり,10日 以内の投与では食慾不振の例は

認められなかつた.以 上の結果 よりこの程度の

VCの 副作用に関 しては重大にとり上げる必要

はないと考える.

6.結 語

我 々 は新 抗 生 物質Aminobenzylpenicillin

(Viccillin)に 関 して そ の 臨 床 効 果 に つ い て観

察 検討 した 結果,泌 尿器 感 染 症 に対 し有 効 な る

こ とを 認 め,臨 床 的 に充 分使 用 し得 る と 考 え

る.
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